
平成２３年度 第１回環境審議会 議事概要 

 

■日 時  平成２３年１２月２日（金） 午後６時～ 

 

■場 所  北広島市役所 本庁舎 ２階会議室 

 

■出席者 

委  員：五十嵐会長、山田副会長、上田委員、寺岡委員 

根岸委員、野村委員、長谷川委員、宇田川委員（８名） 

北広島市：上野市長、川原部長、谷口課長、大平主査、阿部主査 

髙橋主事（６名） 

 

■傍聴者  なし 

 

■配布資料（事前配布） 

  諮問内容説明資料、平成２３年度版北広島のかんきょう 
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■会議内容 

 

１ 開会 

（事務局）平成２３年度第１回北広島市環境審議会を開催する。本日の審議会の出席者は

８名全員であり、北広島市環境審議会規則第３条の規定により審議会は成立することを報

告する。 

 

２ 市長あいさつ 

（上野市長） 【市長あいさつ】 

 

３ 委員（自己）紹介 

（事務局）新しく委員になられた方の自己紹介をお願いします。 

 

（各委員） 【委員自己紹介】 

 

４ 役員の選出 

（事務局）役員の選出については、北広島市環境審議会規則により会長・副会長は委員の

互選で選出するということになっている。委員の中から推薦をお願いしたい。 

 

（委員）会長に五十嵐委員を、副会長に山田委員を推薦する。 

 

（一同）異議なし。 

 

（事務局）それでは平成２５年 4月26日までの間、五十嵐委員に会長を、山田委員に

副会長をお願いする。 

 

５ 会長・副会長あいさつ 

（会長・副会長） 【会長・副会長挨拶】 

 

６ 諮問書交付 

（事務局）それでは、諮問書の交付を行う。 

 

（上野市長）北広島市環境審議会会長五十嵐恒夫様。騒音・振動・悪臭に係る規制地域の

指定について諮問いたします。 

 

７ 議事録署名委員の指名 

（事務局）この後の進行については、五十嵐会長にお願いする。 
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（会長）ただ今、市長から騒音・振動・悪臭に係る規制地域の指定等について諮問書をい

ただいたので、審議についてよろしくお願いしたい。 

会議の成立については、委員全員出席で成立している。この審議会については、北広島

市情報公開条例第 20条に基づき原則公開である。 

議事録署名委員の指名ですが、名簿の順番で、上田委員と寺岡委員にお願いする。 

  

８ 審議事項 

（会長）審議事項の騒音・振動・悪臭に係る規制地域の指定等について、事務局から説明

をお願いしたい。 

 

【事務局より説明】 

 

（会長）ただ今事務局から説明があったが、質問などあればお願いします。 

 

（委員）一般住宅の中で、例えば大きなダンプが通った時などにガタガタっと揺れるのは

どのくらいのレベルのものなのか？  

 

（事務局）振動については、地盤や家の造りなどの影響で感じ方が変わるという性質があ

ると言われている。通常の振動であれば 60、65デシベルとか、相当ひどい場合で 70

デシベルという揺れになると思う。 

 

（委員）地震の揺れとは、全く違う計り方ということか？ 

 

（事務局）地震とは違う。 

 

（委員）国道２７４号の共栄地区のあたりで悪臭の苦情はないか？ 

 

（事務局）春先に、農家の方が堆肥を撒いたりした場合に、風向きによっては、苦情があ

る。 

 

（委員）その共栄地区辺りにタイヤの会社があるが、夜になると煙が上がる。近くにある

建てたばかりの家の換気口が真っ黒になる。 

 

（事務局）後日調査する。 

 

（会長）そのほか、特定のところで市民からの苦情のある施設の情報は市で持っている

か？ 
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（事務局）数年前まではホクリョウの悪臭で相当苦情件数が多かったが、ここ３年くらい

前から苦情は少なくなってきている。そのほか、養豚業の方がいて、その近くで風向きに

よっては悪臭の苦情がある。 

 

（会長）ホクリョウについては、この審議会でも何回も議論された経過がある。共栄地区

の案件については、市で調査していただきたい。 

 

（委員）昔は、不要になったラジエーターを燃やしたりしていたが、今はごみは燃やして

はいけないと認識している。この件については、ぜひ調べてほしい。 

 

（会長）その他に何かありますか？ 

 

（委員）騒音について、４５デシベルなどの基準は、市として上乗せして 40にするとい

うことは可能なのか？ 

 

（事務局）国が定める範囲において、市が定めることができることになっているので、上

乗せはできない。ほとんどの数値が、国の定める範囲の中で厳しい方の数値になっている。 

時間についても国の定める範囲の中で定めることになる。 

 

（委員）時間帯について、日の出の時間など日本の中でも 3～4時間違うが、地域差を付

けてもいいのではないか。 

 

（事務局）今まで定めていた北海道の基準と、札幌市の基準を比べると同じ数字である。

環境関係の基準が市町村毎に個々に変わると、いろいろな事業をやられている方、住んで

いる方に影響が出るので、広域的に合わせた形で全国的に運用されている。数字を大きく

変えると、近隣の市町村に協議したり、影響を調整する場合もある。 

 

（委員）では、今回、審議会でできることは、この北広島市内の規制地域を決めるだけと

いうことか？例えば、養護老人ホームなどで、都市計画の用途区域になっていないところ、

例えば竹山にある施設などは、現在規制地域になっていないので、あそこを規制地域にす

るかどうかということの審議をするのか？ 

 

（事務局）地域指定については、新たに指定することができる。数値的な基準については

国の定められた範囲の中で決めていくので、今回示した数値に限ったものではないが、素

案の数値のほとんどは、その範囲の中の厳しい側の値を採用している。 

 

（会長）基準、数値そのものはなかなか北広島市だけでは動かしにくいということだが、

規制地域については、実態に合わなければ、変更できる可能性があるということで間違い
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ないか？ 

 

（事務局）福祉施設や文教施設が集中している地域、ＡＡ地区については基準としてはあ

るが、都市計画法上、その指定になるような土地利用形態は全道に一か所もないので、市

内に福祉施設がいくつかありますというぐらいの利用形態では、その基準の指定にはなら

ないという解釈になっている。 

 

（委員）そこが福祉施設であっても単独ではならない？ 

 

（事務局）そうです。 

 

（委員）今回の規制地域の指定では外されるということか？それは市民の目からすると、

不思議に感じる。 

 

（会長）以前は規制地域から外れていたが、ここにこういった施設があるので、それは入

れるべきじゃないかという発想がこの審議会で出てきてもいいのではないかと思う。市で

決めるということは、もう少し細かい実態に即したものに直しなさいという考え方もある

のではないかという気がするので、検討するべきだと思う。 

 

（事務局）難しい説明で、皆さんに深くご理解いただけなかったと思うので、今日の審議

会では率直なご意見をいただき、次回の審議会までにこちらで市の考え方等を整理して、

皆さんのご理解をいただくという方法を取らせていただきたい。 

 

（会長）その他、今この段階でご発言いただけることがあれば出していただきたい。 

 

（委員）この規制地域図は、何を参考に作ったのか？ 

 

（事務局）ＧＩＳのシステムで作ったが、システムの故障等により印刷の色が薄くなって

いるなど、図面の出来が悪くなっている。 

 

（委員）資料の表紙にあるように、素案とあるので、この審議会で議論をして、規制地域

などがこれでいいかどうか、場合によっては変更もできるということですね。 

 

（事務局）そうです。 

 

（会長）その他、何かありますか？ 

 

（委員）具体的な苦情等の情報は、市で掴んでいる情報のほうが格段に多いのではないか
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と推察するので、市でそういった情報を含めて、今までの規制地域に加えるという形で御

提案いただければと思う。 

 

（事務局）加えるか加えないかというのは即答できないが、事務局の検討課題として預か

りたいと思う。もし、規制できないということであれば、市の考え方を説明して、委員の

皆さんにご理解いただくという進め方をさせていただきたい。 

 

（会長）今後のスケジュール的なことを聞かせていただきたい。 

 

（事務局）今回諮問した事項については、1月にパブリックコメントで市民の皆さんから

ご意見をいただき、その結果、２月に審議会を開催して、その時にパブリックコメントの

結果報告等をし、３月上旬には市で決定をして４月１日に告示、施行という予定である。 

 

（会長）今、お聞きのように、1月に市民の方からご意見をいただいて、２月に第２回目

の環境審議会を開いて、審議会としての結論をそこで出すということになろうかと思う。 

 

（委員）一つお聞きしたいが、この審議会では、今日のような形で、市内の公害の発生状

況を委員が出しあうという場なのか？ 

 

（会長）本来そういう情報は、市が持っていれば一番いいわけだが、市にスタッフがたく

さんいるわけじゃなく、違法なことは夜や休日に行われることが多いので、一般市民でな

ければわからないという情報もある。そういう情報について委員が気づいていれば、ここ

で出してもいいと思っている。その方が、いろいろな問題に幅広く対応できると思う。 

その他、何かありますか？ 

 

 (委員)規制区域の中に学校が入っているが、一律に区域割りはできないのではないか。

例えば、大曲中学校は国道36号に面していて、防音対策はしていると思うが、夏に窓を

開けると、子どもたちが集中して授業を受けることができる状態ではないと思う。 

 

（委員）西の里の国道２７４号沿いにある施設ですが、この審議会で基準を下げることが

相当だと決定されたとしても、騒音は道路からのものであり、道路を走る車の速度をゆっ

くりにするということはできないと思うので、道路からの騒音に対して、どのように対応

するのか。一施設だときびしい基準を設定できないので、一般の地域として指定すると思

うが、実際は病院のような施設なので、そこから騒音についての苦情があった場合にどう

対応するのか。現状の苦情等の情報は持っていると思うが、今回の素案で十分対応できて

いるものなのか。 

 

（事務局）環境基準とは別に、道路管理者や公安委員会に要請できる基準というものがあ
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る。その基準を超えた場合には、道路管理者や公安委員会に要請できるが、環境基準を超

えただけでは要請することはできない。現状では、法的な対処は難しい。 

 

（委員）騒音測定について、輪厚の中央５丁目しか測定地点がないが、この測定はどこが

行っているのか。 

 

（事務局）市で行っている。 

 

（委員）この測定場所だが、騒音の実情を把握するには、例えば大曲の交差点や大曲交番

の辺りなどの方がいいのではないか。あまり人家のないところで測定しても意味がないよ

うな気がする。 

 

（事務局）輪厚の交番の前で測っている理由は、札幌から室蘭までの国道36号沿道の各

市町で、その市町の平均的な交通量のところで、それぞれ騒音測定をして、集計し比較し

ているからである。一番、騒音のひどいところを選んでいるのではない。 

 

（委員）データの継続性ということもあるが、住民に一番密接な場所のデータについても、

今後、掴んでいく方がよいのではないか。 

 

（事務局）検討する。 

 

（会長）現在測定している場所が、国道 36号の要所で、各自治体が協議して測定場所を

決めているということで、生活に密接に関係する場所での測定は、次の段階での議論にな

ってくると思う。 

他に質問等がなければ、2月の審議会で再度ご検討いただくということで、この問題は

ここで終りたいと思うが、よろしいですか？ 

 

（委員一同）はい。 

 

９ 報告事項 

（会長）それでは次に報告事項に移らせていただく。「北広島のかんきょう」について、

事務局より説明をお願いする。 

 

【事務局より説明】 

 

（会長）ご質問、ご意見、お気づきの点があったら出していただきたい。 

 

（委員）感想だが、環境ひろばでポスターを募集して、そのポスターを使った表紙は、柔
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らかくて堅い感じがしなくていいと思う。 

 

（会長）本文の 17 ページだが、ここにある図の凡例が小さすぎて、何色かわからない。

もう少し大きくして、色を鮮明にしてほしい。それと 27ページ、自然環境の状況のとこ

ろで、天然記念物を加えてほしい。この中では一番位が高いもので、この天然記念物は、

北広島市の部分にしかないので、北広島のかんきょうに記録しておいたほうがいい。 

 

（事務局）天然記念物について、記述する。 

 

（委員）大気汚染になるかもしれないが、原発事故による放射能についての記述がないが、

調査したことはあるのか？ 

 

（事務局）市では放射性物質や放射線量の測定は行っていない。北海道の各振興局の測定

結果などを注視しているところである。 

 

（委員）測定の必要はないのか？ 

 

（事務局）道内全域で測定しているので、その測定結果で判断できると思う。 

 

（委員）用語解説で、一酸化炭素は入っているが、二酸化炭素が入っていないので加えた

方がよいのではないか。 

 

（事務局）地球温暖化ガスとして重要な項目なので、加える。 

 

（委員）写真についての説明があるものと、ないものがあるが、入れた方がわかりやすい。 

 

（事務局）特定できるもの、できないものがあるので、問題のないものについては入れて

いきたいと思う。 

 

（委員）48ページのオゾン層のところで、このままの記述だと北広島上空にもオゾンホ

ールがあるような感じにとられるので、南極・北極付近に現れるオゾンの層の少ないとこ

ろをオゾンホールというと訂正したほうが良い。 

 

（事務局）訂正したいと思う。 

 

（会長）年内に発行という段取りなので、お気づきのことがあったら担当まで連絡を。そ

のほかになければ、この件については、これで終わりにしたいと思う。 
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１０ その他 

（会長）その他、事務局で何かありませんか？ 

 

（事務局）ありません。 

 

（会長）委員から何かあれば、ご発言いただきたい。 

 

（委員一同）ありません。 

 

１１ 閉会 

（会長）特にないようなので、これをもちまして本日の審議会を終わらせていただきます。

本日はどうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 


